
山ノ上古墳（高崎市）

　　ここを右手に行くと山ノ上碑と山ノ上古墳があるようだ



ここを登って行く



　　　　　更に石段を登って行く



　途中の踊り場に説明板が立っていた



この更に上にある山ノ上碑の脇に山ノ上古墳があるが、その横穴式石室に建てられた窟堂（観音堂/馬頭観音が祀られている）に
ついて記されている



更に石段が続く



　　　　正面が山ノ上古墳/円墳/7世紀中葉の築造/横穴式石室が開口している



　　　「史蹟　山上碑　古墳」と記された標柱



　説明板がある





　山上古墳丘陵の中腹の斜面を削り、平らにして石室を造る「山寄せ古墳」と呼ばれる形式らしい



　　　　墳丘の右手を見たところ



　　墳丘の右後ろから前方を見たところ



　これはそこから右手に墳丘の後ろ裾を見たところで、この道（右手）を進むと根古屋城址の方へ行くようだ



　　さて、これが横穴式石室の入口



　　羨道部から玄室方向を見たところ/両袖型/凝灰岩の截石切石積となっている



　　　玄門の向こうが玄室/馬頭観音像（石段のところに説明のあった中世の窟堂として祀られたもの）が見える



山ノ上古墳の左隣にある山ノ上碑は、 681年に立てられた日本最古級の石碑で放光寺（前橋市総社町の山王廃寺）の僧である
長利が、亡き母の黒売刀自を供養するとともに、母と自分の系譜を記して顕彰したもので、この山ノ上古墳は黒売刀自の父の墓
として造られ、後に黒売刀自を追葬（帰葬）したものと考えられている
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